
 

創立 70 周年記念誌                                                                （一社）神奈川県建築士会 

70 周年記念集  防災・災害対策委員会 

防災・災害対策委員会 

防災と災害時のため 

平時からの「備え」と「支援体制」整備 
           
 
  防災・災害対策委員長（川崎支部） 河原 典子 

 

こ れ ま で の １０年 

2005年5月「防災特別委員会」発足(2004.10新潟県

中越地震被災地住宅相談支援活動を契機) 

2011年5月「防災委員会」に改名 

(被災地住宅相談支援活動が契機) 

2014年～各支部で被災地住宅相談(キャラバン隊)

研修会開催 

2016年～各支部で防災教材・ツール体験防災活動※1

防災に関する講演会実施開催  ※1:避難所運営ゲーム

(HUG),防災教材ゲーム(ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ),災害図上訓練(DIG) 

2017年～ 「神奈川県被災地住宅相談・災害時支援

要請対応マニュアル」作成 

2020年3月 マニュアル完成、配布 

2022年4月 「防災・災害対策委員会」に改名 

被災地住宅相談・災害時支援要請対応マニュアル

研修会では、新潟県中越地震の支援活動に参加され

た方の体験談をお聞きするなど、各支部で住宅相談

支援活動の重要性を共有することが出来ました。 
支援活動参加経験者からは、被災県における支援

受け入れ体制を平時より整えて、その人材養成も必

要であるとの指摘もあり、委員会では平時からの体

制整備、士会会員研修活動をしてまいりました。 

 

2014年 

横須賀支部・

女性委員会・

防災委員会 

コラボ【全景】 

 

 

 

2018年 

湘南支部・ 

女性委員会・

防災委員会 

DIG検討図  

 

 

2017年～ 

神奈川県被災地

住宅相談・災害

時支援要請対応

マニュアル作成 

 

 

    こ れ か ら の １０年 

 本原稿校正中の前月、9 月 23・24 日、台風 15 号

の影響で[線状降水帯]が発生するなど、静岡市では

わずか半日で平年9月1か月分の雨量の1.4倍の豪

雨となり、静岡県内浸水被害は9435件に上っていま

す。令和元年東日本台風(19号)で、川崎市多摩区自

宅周辺が床上浸水となる経験をして以来、気象庁の

データや国交省災害情報を確認しているのですが、

各地で一定期間の降雨量が観測史上1位を更新し続

けています。決して他人事ではありません。 

各メディアや省庁からも報道されていますが、災

害のリスクを事前に把握して、リスクに応じた「行

動計画(タイムライン)」を各家庭、お隣近所、町内

会や自主防災組織、市区町村で連携共有することが

最重要と考えるに至り、神奈川建築士会 防災・災

害対策委員会として、取り組めることは取り組もう

と、委員会活動をしてきています。70周年記念事業

でもある、県民に向けた「建築士の日」の防災イベ

ントの企画もその一つです。 

首都圏直下地震や激甚化する豪雨や土砂災害など、

の大災害が起こった時に、士会会員のみなさまのご

協力のもと、士会として貢献すべきことを速やかに

実働できるような「時間軸行動計画(タイムライ

ン)」や体制準備を整えたいと考えています。「体

制・対策」と「備え」があれば、減災できます！「支

援体制や仕組み」「行動計画」があれば、より速やか

に支援・復旧できます！そのために、自治体や関連

団体と協定し、連携して、

災害時の具体的支援体制

の構築、支援相談員の育

成、災害時支援・運営、

広報活動、防災情報収集

や研修など、（できる限り、

チャレンジしてみよう。）

と、建築士会としての社

会貢献活動を取り組んで

まいります。 


